
こ
の
事
は
、
日
本
の
痘
瘡
防
逼
の
た
め
に
長
年
の
間
、
再
三
、
再
四
、
日
本
に
痘
苗
を
送
達
し
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
成
功
し
な
か
っ
た

オ
ラ
ン
ダ
に
と
っ
て
も
大
き
な
朗
報
で
あ
っ
た
。

畠
§
昌
暑
９
ミ
員
ミ
（
一
八
五
○
年
一
月
五
日
付
）
に
報
じ
ら
れ
た
関
連
記
事
は
、
短
文
で
は
あ
る
が
オ
ラ
ン
ダ
側
が
当
時
の
事
情
を
伝
え
た

も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
史
料
で
あ
る
。
（
図
１
）

本
史
料
に
つ
い
て
は
、
古
賀
十
二
郎
が
そ
の
著
「
西
洋
医
術
伝
来
史
」
二
八
三
’
二
八
四
・
ヘ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
｝
一
」
’
二
ケ
か
ら
医

事
局
長
に
宛
て
た
手
紙
、
わ
が
国
の
受
入
れ
状
況
に
関
す
る
部
分
な
ど
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
記
事
全
文
を
紹
介
し
、
こ
れ
に
若
干
の
注
解
を
加
え
た
。

翻
訳
は
東
京
大
学
文
学
部
助
手
高
橋
達
史
氏
に
よ
る
。

嘉
永
二
年
六
月
（
一
八
四
九
年
八
月
）
蘭
船
津
胸
骨
己
Ｃ
ａ
『
の
。
胃
号
に
よ
っ
て
活
性
の
あ
る
牛
痘
苗
が
長
崎
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
日

本
の
痘
瘡
防
暹
史
上
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
痘
苗
株
が
日
本
各
地
に
伝
え
ら
れ
、
牛
痘
種
痘
法
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

関
連
記
事
原
文

蹄
稚
率
樫
癖
雑
録
壁
一
再
跨
塞
病
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
三
十
日
受
村

日
本
に
牛
痘
苗
の
活
着
し
た
こ
と
を
報
じ
た
冒
冒
留
意

ｐ
ミ
ミ
ミ
（
一
八
五
○
年
一
月
五
日
付
）
の
記
事
に
つ
い
て
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同第2面

（日本に痘苗の活着した前後の事情

が左欄第4行目から45行にわたって

記されている）

､ﾉα〃"c"Cb"γα"j(1850-1-5)の

第1面

(紙面は約25×36cm)
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扁
『
ぐ
口
○
○
』
ロ
①
黒
○
由
門
口
①
Ｑ
の
輯
①
岨
①
ぐ
⑦
口
》

Ｎ
Ｏ
ｐ
ｇ
①
Ｈ
・
凹
斤
園
巨
』
宍
い
ぼ
①
庁
噸
の
ご
く
①
旨
い
○
ぽ
井
吋
の
ｍ
匡
胃
ｐ
脚
芹

ぽ
い
Ｑ
、
の
ケ
四
ｇ
ｏ
戸
【
の
許
毒
⑦
庁
］
凹
口
扇
奇
。
⑦
門
与
含
凹
秒
吋
扇

ぐ
国
可
○
戸
扉
の
旨
胃
匡
ロ
野
口
昼
ｂ
ミ
ミ
胃
言
君
国
Ｑ

仁

○

○
己
ロ
程
①
巨
一
之
⑦
①
ロ
①
Ｎ
○
吋
ぬ
く
昼
］
α
〕
ぬ
ぐ
①
吋
図
四
日
昼
の
］
Ｑ
①

い
ぼ
○
①
ぐ
①
堅
彦
巴
。
ぐ
四
○
Ｑ
旨
①
○
℃
ぐ
の
畠
○
面
》
］
庁
ロ
Ｑ
①

④
■

ダ
ミ
垣
圃
①
ぐ
の
局
Ｎ
○
昼
ｑ
⑦
画
一
Ｏ
昌
匡
①
制
匡
尉
昏
○
①
ぐ
⑦
堅
彦
臼
旦

す
①
ぐ
Ｑ
ｐ
Ｑ
①
目
Ｎ
一
○
ず
⑦
①
ロ
〕
ぬ
①
も
○
弄
門
○
ぐ
①
ロ
。
Ｑ
Ｏ
Ｏ
Ｈ

Ｑ
⑦
国
○
蔵
①
局
○
く
①
Ｈ
ｇ
①
、
①
ロ
①
①
堕
炭
ロ
ロ
Ｑ
甘
い
①
Ｑ
』
の
国
普

く
⑦
吋
園
四
目
】
①
］
ロ
ヶ
ご
旬
の
昌
国
ご
国
の
甸
声
〕
冒
旦
の
門
①
国
》
ず
邑

彦
⑦
許
夛
含
①
］
斥
回
①
弄
○
⑦
ご
Ｏ
弄
駕
○
《
園
甘
壷
○
℃
①
①
目
①

・
し

ず
ご
Ｎ
○
口
Ｑ
①
吋
切
。
｝
】
○
○
コ
⑦
謨
己
雨
①
彦
凹
ｇ
ｏ
旨
庁
乏
一
戸
戸
⑥
］
Ｑ
・

少
四
目
島
の
ご
函
⑦
盲
宍
屋
、
①
己
曰
く
巴
厨
昏
輿
厨

。
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『
私
は
近
頃
、
種
痘
を
す
る
た
め
に
告

○
人
の
子
供
達
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

＊
庁
ｊ

日
本
の
医
師
達
も
接
種
法
を
学
ぶ
た
め
に
来
て
お
り
ま
す
。
長
崎
奉
行
は
役
人
達
に
私
の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
や
り
方
は
き

わ
め
て
精
密
に
統
制
が
保
た
れ
て
お
り
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
政
府
を
も
顔
色
な
か
ら
し
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

＊
へ
Ｕ

こ
の
痘
苗
は
絶
滅
す
る
恐
れ
も
な
く
、
短
期
間
の
う
ち
に
日
本
全
土
に
広
ま
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
、
次
回
の
江
戸
参
府
の
際
に
こ
れ
を

江
戸
と
京
都
に
持
っ
て
行
く
よ
う
に
努
め
ま
す
。
』

＊
Ｑ
〉

日
本
で
は
、
こ
れ
ま
で
度
々
痘
瘡
に
よ
っ
て
悲
惨
な
状
態
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
最
近
痘
瘡
に
よ
り
非
常
に
多
く

れ
た
。

が
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
度
、
日
本
に
向
け
て
出
帆
し
た
ド
ル
ト
レ
ヒ
ト
市
号
に
乗
せ
て
、

＊
４

＊
戸
ｏ

そ
の
中
に
は
、
医
事
局
長
が
、
牛
痘
苗
が
と
り
わ
け
美
事
な
発
痘
を
示
し
た
自
分
の
子
供
の
一
人
か
ら
採
集
し
た
若
干
の
痘
痂
が
含
ま
れ
て

い
た
。
非
常
に
長
い
間
め
ざ
し
て
き
た
目
的
が
つ
い
に
達
成
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
幸
運
な
思
い
付
き
の
賜
と
い
え
よ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
日
本

に
送
ら
れ
た
そ
の
他
の
痘
漿
が
こ
れ
ま
で
と
全
く
同
様
に
反
応
を
示
さ
な
か
っ
た
の
に
、
こ
の
痘
痂
を
接
種
さ
れ
た
日
本
人
の
子
供
の
一
人

に
、
美
事
な
牛
痘
を
発
痘
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
か
ら
で
あ
る
。

長
崎
で
は
、
こ
の
痘
苗
が
速
や
か
に
九
○
○
人
以
上
の
小
児
に
接
種
さ
れ
て
善
感
し
た
。

モ
ー
ニ
ケ
医
師
は
医
事
局
長
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
き
送
っ
て
い
る
。

＊
戸
０

『
私
は
近
頃
、
種
痘
を
す
る
た
め
に
毎
月
長
崎
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
痘
苗
を
さ
ら
に
遠
方
に
広
め
る
た
め
に
処
々
方
々
か
ら
二

＊
可
上三
○
年
の
間
、
数
度
に
わ
た
り
試
染
ら
れ
て
成
功
し
な
か
っ
た
牛
痘
苗
の
日
本
送
達
が
、
成
功
し
た
。

＊
ワ
白

モ
ー
ニ
ケ
軍
医
が
日
本
に
出
発
す
る
際
に
は
新
し
い
ウ
ィ
ー
ン
系
の
牛
痘
苗
が
託
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
期
待
し
た
結
果
を
得
る
こ
と

訳
文

＊
句
Ｏ

新
た
に
注
意
深
く
採
集
し
た
牛
痘
苗
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
送
ら

（23）271



ロ
．
層
×
耳
に
よ
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
の
己
固
ｏ
閏
８
は
、
一
八
○
一
年
Ｆ
宮
唱
留
ｏ
８
が
ロ
ン
今
ハ
ル
デ
ィ
ア
で
発
見
し
た
牛
痘
株
を
入
手

し
、
こ
れ
を
雫
ハ
グ
ダ
ッ
ト
に
伝
え
、
こ
れ
が
ボ
ン
ベ
イ
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
に
伝
わ
り
、
さ
ら
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
に
伝
わ
っ
た

と
い
畠
ノ
（
ロ
．
国
い
×
ず
討
弓
§
葛
§
吟
卑
冨
旦
巷
胃
一
尽
鼠
ミ
．
ロ
届
Ｐ
ご
巴
）
。

ま
た
、
］
・
脚
昏
葛
⑦
厨
に
よ
れ
ば
、
口
固
９
胃
。
は
最
初
ロ
ン
ド
ン
の
Ｐ
旨
四
月
の
汁
か
ら
．
帝
昌
昌
の
再
‐
君
。
。
牙
畠
の
株
を
入
手
し
、
こ
の
株
を

ゥ
イ
ー
ン
か
ら
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
に
伝
え
た
け
れ
ど
も
零
ハ
グ
ダ
ッ
ト
、
＄
ハ
ス
ラ
、
ボ
ン
ベ
イ
、
仏
印
、
さ
ら
に
今
ハ
タ
ピ
ア
に
伝
え
た
も

の
は
畷
。
８
が
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ノ
の
市
場
で
牛
か
ら
採
集
し
た
株
で
あ
っ
た
と
い
う
Ｑ
・
圃
冒
君
の
易
》
ミ
ミ
善
園
§
嵩
ミ
ミ
ー
や
鴎
．
岳
ｇ
）
。

両
者
の
記
述
に
若
干
相
違
す
る
点
は
あ
る
が
、
本
記
事
で
葛
命
ｇ
①
局
ぐ
画
ｏ
ｇ
ｐ
の
胃
旦
と
あ
る
の
は
蟹
ｏ
８
由
来
の
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。

因
み
に
、
一
八
四
九
年
わ
が
国
に
到
着
し
た
株
に
つ
い
て
は
本
記
事
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
も
ま
た
段
ｏ
８
由
来
の
も
の
で
あ

＊
１
「
三
○
年
の
間
…
」

文
化
年
間
に
は
オ
ラ
ン
ダ
軍
医
某
に
よ
り
、
一
八
二
三
年
に
は
Ｐ
．
Ｆ
・
シ
ー
ポ
ル
ト
に
よ
り
、
一
八
三
九
年
に
は
リ
シ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て

牛
痘
苗
の
日
本
送
達
が
試
象
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
痘
苗
は
到
着
時
す
で
に
活
性
が
失
わ
れ
て
い
た
り
、
活
着
し
て
も
そ
の
後
継
代
で
き
な
か
っ
た

り
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
じ
め
て
日
本
に
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
痘
苗
が
活
着
し
た
の
で
あ
る
。

の
死
者
が
出
た
の
で
幕
府
の
関
係
筋
の
人
達
は
オ
ラ
ン
ダ
医
師
の
助
力
を
仰
ぐ
べ
く
注
目
す
べ
き
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
災
厄
は
日
本
に
お
い
て
は
、
人
力
を
尽
し
さ
え
す
れ
ば
間
も
な
く
防
逼
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
日
本
国
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と

の
友
好
関
係
を
維
持
し
て
き
た
こ
と
に
い
く
ば
く
か
の
感
謝
を
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
こ
そ
、
ま
さ
し
く
日
本
国
民
に
与
え
ら
れ
た
偉
大
な
る
恩
恵
と
見
な
さ
れ
て
よ
い
。

っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

注
解

＊
２
「
ウ
ィ
ー
ン
系
の
牛
痘
苗
」

（24） 272



痂
の
瓶
中
保
存
を
想
像
さ
せ
る
。

楢
林
宗
建
は
そ
の
著
「
牛
痘
小
考
」
一
枚
目
に
、
一
八
四
八
年
に
到
着
し
た
痘
苗
は
『
痘
液
密
封
外
気
ヲ
触
ザ
ラ
シ
ム
』
状
態
で
送
ら
れ
て

来
た
と
記
し
て
い
る
。
痘
漿
が
硝
子
板
に
塗
ら
れ
、
そ
の
周
囲
を
密
封
し
て
送
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
こ
の
ほ
か

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て
送
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

吉
雄
圭
斎
は
、
到
着
し
た
痘
苗
に
つ
い
て
、
『
牛
痘
（
当
時
牛
痘
局
所
ノ
ー
部
分
ヲ
戯
切
シ
瓶
中
二
固
封
シ
来
ル
）
膿
痂
共
一
一
舶
齋
シ
来
リ
』
と
述

べ
て
い
る
（
東
京
医
事
新
誌
二
三
三
号
一
六
’
一
九
明
一
五
）
。
痘
痂
の
場
合
に
は
痘
漿
の
場
合
と
異
な
り
、
瓶
な
ど
も
利
用
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
宗
建
は
、
「
牛
痘
小
考
」
二
枚
目
に
、
モ
ー
ニ
ヶ
は
『
痘
痂
五
六
枚
ヲ
取
テ
』
接
種
し
た
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
な
ど
も
痘

モ
ー
ニ
ヶ
が
一
八
四
八
年
に
持
参
し
た
痘
苗
の
活
着
し
な
か
っ
た
時
、
宗
建
は
モ
ー
’
一
ヶ
に
、
人
痘
種
痘
の
経
験
か
ら
痘
漿
よ
り
も
痘
痂
の

方
が
活
性
保
存
上
有
利
と
考
え
ら
れ
る
の
で
牛
痘
の
場
合
に
も
痘
痂
を
輸
入
し
て
は
ど
う
か
と
建
言
し
、
こ
れ
が
実
行
さ
れ
た
結
果
、
活
性
の

あ
る
牛
痘
苗
の
輸
入
に
成
功
し
た
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
記
事
で
も
痘
痂
を
送
る
と
い
う
思
い
付
き
が
活
着
成
功
の
原
因
で
あ
っ
た

古
賀
の
訳
文
で
は
医
事
局
長
の
あ
と
に
冒
唖
呂
氏
と
記
し
て
い
る
。

乏
筐
目
〕
胃
唖
目
（
一
七
九
八
’
一
八
七
四
）
は
一
八
四
五
年
間
領
東
イ
ン
ド
諸
島
の
医
事
局
長
と
な
り
、
同
地
の
医
事
、
医
学
を
確
立
し
た
人

で
、
愛
情
豊
か
な
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
（
ロ
．
誓
言
員
。
《
○
８
丘
ｇ
旦
昏
：
胃
昌
。
唖
旨
昏
。
ｚ
①
吾
命
時
且
”
團
駕
目
鼻
出
号
『
鳥
冒
価
の
鳥
貝
‐

ご
己
Ｂ
ｇ
ｚ
①
昏
胃
旨
自
身
貯
三
①
日
の
貝
．
も
や
底
Ｆ
Ｊ
Ｌ
お
》
届
亀
）
ｏ

こ
と
を
裏
書
き
し
て
い
る
。

＊
６
「
長
崎
に
行
っ
て
お
り
ま
す
」

＊
４
「
医
事
局
長
」

＊
５
「
痘
痂
」

＊
３
「
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
…
」
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言
１
、

卵
淀
ひ

邑
昌
目
§
ｇ
ミ
ミ
の
記
事
に
よ
っ
て
、
嘉
永
二
年
に
舶
来
し
て
わ
が
国
に
活
着
し
た
牛
痘
苗
は
ジ
ャ
ゞ
〈
で
医
務
局
長
が
自
分
の
子
供
の
発

痘
か
ら
採
取
し
た
痘
痂
で
あ
っ
た
こ
と
、
一
方
、
受
入
側
の
わ
が
国
の
種
痘
業
務
が
き
わ
め
て
整
然
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
日

本
の
痘
瘡
防
逼
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
得
た
こ
と
に
つ
い
て
オ
ラ
ン
ダ
側
が
大
き
な
喜
び
と
自
負
の
念
と
を
抱
い
て
い
た
こ
と
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

原
文
で
は
小
児
病
と
な
っ
て
い
る
が
、
前
後
関
係
か
ら
痘
瘡
と
訳
し
た
。
当
時
、
小
児
に
お
け
る
痘
瘡
死
亡
率
は
き
わ
め
て
高
く
、
痘
瘡
を

無
事
に
過
し
て
は
じ
め
て
小
児
の
成
育
が
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
（
日
本
医
史
学
雑
誌
二
七
巻
八
三
’
九
四
昭
五
八
参
照
）

近
畿
、
四
国
方
諄

＊
９
「
痘
瘡
」

種
痘
実
施
に
伴
う
行
政
的
、
事
務
的
業
務
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

＊
８
「
こ
れ
を
江
戸
と
京
都
に
持
っ
て
行
く
よ
う
に
努
め
ま
す
」

モ
ー
ニ
ケ
は
こ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
京
都
に
は
長
崎
の
大
唐
通
事
頴
川
四
郎
八
の
託
送
し
た
痘
苗
が
同
年
す
な
わ
ち
嘉
永
二
年
九
月

に
日
野
鼎
哉
の
許
に
到
着
、
江
戸
に
は
鍋
島
藩
島
田
南
嶺
の
持
参
し
た
痘
苗
が
同
年
十
一
月
に
鍋
島
藩
邸
に
到
着
し
、
そ
の
後
前
者
は
北
陸
、

近
畿
、
四
国
方
面
に
、
後
者
は
関
東
、
東
北
方
面
に
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

謝
辞

本
文
に
引
用
し
た
旨
冒
§
、
ｇ
ミ
ミ
（
一
八
五
○
年
一
月
五
日
付
）
は
、
犀
①
。
盲
目
薬
品
株
式
会
社
開
発
部
の
堤
可
厚
博
士
が
イ
〉
ノ
ド
ネ
シ

居
留
地
外
の
江
戸
町
関
通
詞
会
所
内
に
設
け
ら
れ
た
種
痘
所
に
行
っ
て
い
る
と
の
意
。

＊
７
「
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
ま
す
」
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ア
で
二
年
が
か
り
で
探
索
し
、
一
九
七
六
年
四
月
に
国
立
図
書
館
の
裏
手
に
あ
る
通
産
省
の
古
い
煉
瓦
造
り
の
倉
庫
に
山
積
み
と
な
っ
て
退
蔵

さ
れ
変
色
し
て
い
た
古
新
聞
の
包
み
の
中
か
ら
探
出
し
て
下
さ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
古
賀
十
二
郎
先
生
が
そ
の
著
書
に
引
用
さ
れ
て

い
る
ご
砂
ぐ
ゅ
８
昌
凹
員
（
ジ
ャ
、
ハ
新
聞
）
』
の
現
物
を
見
た
い
と
い
う
筆
者
の
念
願
が
叶
え
ら
れ
た
。

堤
博
士
の
友
情
と
熱
意
と
に
は
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
家
畜
衛
生
試
験
場
の
杉
森
正
博
士
は
オ
ラ
ン
ダ
留
学
中
に
筆
者
に
本
記
事
の
概
要
を
教
示
さ
れ
、
さ
ら
に
高
橋
達
史
博

士
を
紹
介
し
て
下
さ
り
、
高
橋
博
士
は
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
快
く
本
文
の
翻
訳
を
お
引
受
け
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

先
達
古
賀
先
生
の
御
報
告
に
、
若
干
な
り
と
知
見
を
追
補
で
き
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
全
く
堤
、
杉
森
、
高
橋
三
兄
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心

ま
た
、
農
林
水
産
省
家
畜
衛
生
試
曄

士
を
紹
介
し
て
下
さ
り
、
高
橋
博
士
世

先
達
古
賀
先
生
の
御
報
告
に
、
若
〒

か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。
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目
閏
局
写
且
昌
ｚ
四
唄
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口
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色
昌
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口
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ThisstrainwasdistributedgraduallytovariouspartsofJapanandcowpoxvaccinationstartedin

Japan.Therefbre,theintroductionofthisstrainWasamilestoneinthehistoryofsmallpoxprevention

inJapan.

Atthesametime,thesuccesswasagreatjoyibrtheNetherlands,whichhadendeavoredfbrmany

yearstointroduceacowpoxstrainintoJapaninaviablestate.

〃〃"cheCb"γα"ｵ,datedJanuary5th,1850,reportedbrieHybutvividlyonthismatter.Fromthenews

reportedwecanunderstandthecircumstancesatthattime.

Thenewscanbeabstractedasfbllows;

CowpoxmaterialsarrivedasavaccinialcrustobtainedfiomoneofthechildrenofDr.W.Bosch,

theheadofthemedicalserviceintheNetherlandslndies.

Distributionofthestrainwascarriedoutwiththeaidoftheo伍cersoftheNagasakiMagistrate's

OHice，TheymanagedtheservicesowellthatevenEuropeanauthoritiescouldhardlysurpassthem,

Japanshouldbeabletosubduehereafterthescourgeofsmallpoxbyadoptingcowpoxvaccina-

tion,andtheJapaneseshouldrecognizewithgratitudethatthisbooncamefiomalonglastingfriend-

shipbetweenJapanandtheNetherlands.

①
ト
因

（
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鋼
）


